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みかんの花が実をむすぶ
　みかんは、私たちがみかんの皮と

呼んでいるだいだい色のところ（フラ

ベド）、その内側の白い海
かい

綿
めん

のような

部分（アルベド）、さらに内側にみか

んの房
ふさ

がならんでつまっています。

ひとつひとつの房は、じょうのう（こ

ぶくろ）と砂じょう（こぶくろの中
なか

身
み

）

でできています。じょうのうは花の

子
し

房
ぼう

が生長したものです。じょうの

うの中にある、水分の多いつぶつぶ

したところが砂じょうです。

　じょうのうの表面には、網
あみ

の目のような白いす

じの維
い

管
かん

束
そく

があります。維管束は、葉や土から吸

収した栄養分や水分をみかんに補
ほきゅう

給するはたらき

をします。

おいしいみかんの見分け方
　みかんは、はじめは縦

たて

方向に細長く大きくなり、

甘みが増
ま

してくる夏から秋にかけて横に生長して、

熟
じゅく

すころには扁
へん

平
ぺい

な形になります。

＜外から見ると＞

　扁
へん

平
ぺい

な形でだいだい色がこく、枝からのびて果

実をつけている部分である果
か

梗
こう

が細いみかんが、

おいしいと言われています。

＜中身は＞

　だいだい色の皮をむいてみます。おいしいみか

んは、果皮がうすくてやわらかく、じょうのうが

たくさんあります。10 ふくろ以上がおいしいよ

うです。

みかんを観察する
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みかんの上手な食べ方
　木からとってすぐの時は酸

さん

味
み

（すっぱさ）が強いので、1 ～ 2 日部屋におくと、おいしく

食べられます。おいしいみかんは、ほど良い酸味と甘さが調和していますが、もっともバ

ランスがよくなるのが完熟した時です。

　みかんは、ほかのくだものとくらべて長く保
ほ

存
ぞん

することができます。保存する場所は、

風通しがよく、なるべくすずしいところを選びます。冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に入れると、乾
かん

燥
そう

するだけで

なく、甘さがなくなるのでひかえます。

　みかんやいよかん、夏みかん、はっさくなど古くからある品種だけでなく、清見や不知火、

せとか、最近では愛媛果試第 28 号（紅まどんな）や甘
かん

平
ぺい

といった新しい品種が栽
さい

培
ばい

されるよ

うになっています。このような新しい品種はどこで、どの様に開発されているのでしょうか。

　かんきつの新しい品種は主に国や県の試験場などで開発されています。愛媛県では、農

林水産研究所果樹研究センターみかん研究所で消費者の皆
みな

さんに喜んでもらえる新しい品

種を開発しています。１年間に 1,000 個以上の種を取って植えますが、その中から新しい

品種として農家の人が栽培できるものは数年に１つある程度です。新しい品種を開発する

には多くの手間と時間がかかっています。

　この他にも枝変わりといって、農家の畑で栽培していたものの中から、早く収穫できる

ようになったり、皮の色が赤くなったりといった変
へん

異
い

を起こす場合もあります。皆さんも

注意深くかんきつの樹を観察していると枝変わりを発見することができるかも知れません。

新しいかんきつの開発

交配 １本に 15 ～ 20品種を高接ぎ種をまいて育てる

新品種 一次選抜１本に１品種を高接ぎして二次選抜


